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斎行

平
成
二
十
七
年
・
、
乙
和
年
頭
挨
拶

皇
紀
二
千
六
百
七
十
五
年
平
成
二
十
七
年
の
年
頭
に
あ
た
り
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
氏
子
崇
敬
者
皆
様
の
ご
奉
仕
ご
奉
賛
を
賜
り
、
諸
祭
儀
を
滞
り
無
く
斎
行
出
来
ま
し
た
こ
と

に
衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

殊
に
一
昨
年
よ
り
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
本
殿
・
拝
殿
の
修
復
工
事
並
び
に
防
災
施
設
が
完
工
し
、
昨
年

士
一
月
八
日
に
は
遷
座
の
儀
を
、
翌
九
日
に
は
天
皇
陛
下
よ
り
幣
吊
料
を
賜
り
奉
幣
の
儀
を
恙
無
く
斎
行
致

し
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
氏
子
崇
敬
者
、
経
済
界
を
始
め
皆
様
の
ご
奉
賛
の
賜
物
と
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
但
し
「
平
成
ノ
大
造
営
」
事
業
は
ま
だ
、
二
次
・
三
次
と
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支

援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
八
月
十
六
日
よ
り
十
月
十
三
日
ま
で
東
京
の
出
光
美
術
館
に
お
き
ま
し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
「
宗

像
大
社
国
宝
展
」
で
は
四
万
七
千
二
百
八
十
二
名
が
来
館
、
多
数
の
人
々
に
宗
像
大
神
の
御
神
威
を
発
揚
、

宗
像
大
社
の
由
緒
を
改
め
て
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
た
。

装
い
を
一
新
し
た
社
殿
の
荘
厳
な
仔
ま
い
は
、
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
皆
様
方
も
ご
存
知

の
通
り
、
宗
像
大
神
は
皇
祖
天
照
大
神
様
よ
り
「
天
孫
を
助
け
奉
り
て
天
孫
に
祭
か
れ
よ
」
と
の
ご
神
勅

を
下
さ
れ
、
こ
の
宗
像
の
地
に
鎮
座
さ
れ
ま
し
た
。
宗
像
大
神
は
皇
室
の
ご
守
護
と
国
家
国
民
の
安
寧
を
旨

と
す
る
こ
と
こ
そ
本
義
で
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
ら
に
古
来
よ
り
九
州
で
唯
一
の
神
郡
と
し
て
こ
の
地
の
人
々
は

誇
り
を
胸
に
奉
賛
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
伝
統
は
今
日
も
脈
々
と
継
承
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
将
に
地
域

と
宗
像
大
社
は
不
可
分
の
存
在
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
伝
統
を
次
世
代
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぐ
こ
と
、
ま
た
、

日
本
精
神
の
啓
蒙
こ
そ
私
共
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
御
神
威
を
新
た
に
さ
れ
た
宗
像
大
神
様
の
御
神
徳
に
よ
り
皆
様
方
に
と
り
良
き
年
と
な
り
ま
す

よ
う
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

♦
宗
像
会百
平
成
ノ
大
造
営

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

·『一

宗
像
大
社
宮
司
高
向
正
秀

1 日元旦祭

午前7時～総社地主祭
午前9時～総社祭
引き続き高宮地主祭、
高宮祭、第二宮•第三宮祭、
末社祭

.......................................... 

2 日新年二日祭午前9時～
.......................................... 

3 日新年三日祭午前9時～
午前 10時～
宗像護国神社新年祭

.......................................... 

10 日恵比須祭午前10時～
........................................ 

13 日献米奉告祭午前11 時～
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
15 日月次祭i井成人祭

午前 10時～高宮祭、
第二宮・第三宮祭

午前 11 時～
I: 総社祭・成人祭

宗像大社ホームページ http://www.munakata-ta isha.o『.jp/
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日
i

曜
5木

一
日
i

月
｝

年
一

竺
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
六
日
「
平
成
ノ
大
造
営
復
興
期
成
会
」
の
設
立
よ
り

平
一
約
一
年
十
ヶ
月
を
経
て
昨
年
十
二
月
八
・
九
日
の
両
日
に
亘
り
辺
津
宮
本
殿
遷
座
祭
が

成
一一

斎
行
さ
れ
た
。

一
八
日
に
は
、
昭
和
四
十
六
年
以
来
四
士
二
年
振
り
に
、
遷
座
の
儀
が
執
り
行
わ
れ
、

一
改
修
を
終
え
た
本
殿
に
お
遷
り
い
た
だ
い
た
。

一
こ
の
重
儀
に
先
立
ち
改
修
工
事
の
進
捗
に
伴
い
諸
前
儀
が
下
記
の
如
く
執
り
行
わ

像
一
れ
た
。

A

i
あ
ら
い
き
よ
め

A
T
-
【
洗
清
の
儀
】
十
二
月
一
日
午
後
二
時

k
 

N
A一
本
殿
改
修
の
竣
功
に
あ
た
り
朱
色
鮮
や
か
に
整
っ
た
殿
内
を
禰
宜
以
下
神
職
が
文

u-
M

一
字
通
り
次
々
と
掃
き
布
で
拭
き
清
め
宮
司
の
奉
検
に
よ
り
、
大
神
様
に
お
遷
り
い
た

登
だ
＜
始
め
の
儀
式
は
納
め
ら
れ
た
。

一
お
か
ざ
り

｛
【
御
飾
の
儀
】
十
二
月
三
日
午
前
九
時

日
一
此
度
の
遷
座
に
際
し
新
調
又
は
修
復
さ
れ
た
調
度
品
等
の
装
飾
が
施
さ
れ
た
。

発
i

日

l
門
【
新
殿
祭
】
十
二
月
六
日
午
前
十
一
時
（
写
真
①
）

可
一
本
殿
に
巽
の
方
向
に
設
え
ら
れ
た
祭
壇
で
宮
司
に
よ
り
造
営
工
事
の
無
事
終
了
を

毎
i

叩
f
寿
ぎ
平
安
を
祈
る
祝
詞
が
奏
上
さ
れ
た
。

便
t
B
2

き
よ
め
は
ら
い

垂
i
i
竺
【
清
祓
の
儀
】
十
二
月
六
日
午
後
二
時
（
写
真
②
）

三
、
・

竺
本
殿
へ
昇
殿
し
斎
主
が
清
祓
詞
を
奏
上
し
奉
仕
員
全
員
で
大
祓
詞
を
奏
上
し
た
。

門
次
い
で
所
役
が
大
麻
・
塩
湯
に
て
本
殿
・
拝
殿
、
遷
御
道
筋
・
雨
儀
廊
を
祓
え
清
め
ら

4‘. 
6
i
れ
た
。

第
g

③宮司が唐櫃に納められた、装束、神宝を奉検

辺
津
宮
本
殿
・
拝
殿
の
修
復
を
終
え

宗
像
大
社
辺
津
宮
本
殿
遷
座
祭
斎
行

宗
像
大
社
職
員

名
誉
宮
司

ヶ

宮
司
権
宮
司

禰
宜

ヶク

権
禰
宜ククヶヶクヶヶヶヶヶヶヶ

出
仕
巫
女

ヶヶヶヶヶヶヶ

衛山古石田澤岡石黒訟日鈴吉宗松壼大御神中佐長杉渡葦葦高太養
藤下野田中崎田井神越高木武像林岐塚床島原々友山邊津津向田父

華ぁ 木
愛奈愛遥志有代ゅ直裕庸祥誠崇 貴宗直 裕大貞安秀幹敬正可
里美美花保希子み豊介介裕礼史拓寿延之亘生治治彦丸之之秀愛守
............................................................................................................................................................. 

花
田
み
ど
り

大
西
晶
子

非 嘱夜 非調 管事学

l1l1:l1l1l1 託警ククケ喜ヶ理It l1 l1 It理 It It務芸1/1/ l1l1l1l1
講 員管員 員員員

師賃
河石井砂岩吉船岩 竹永力倉吉力吉花吉石福福陣石篠佐森
窪井上場佐田越佐 本嶋丸本田丸田田武津嶋永内井原野
奈 ぁ 真ぁ瀬
津善ー保達和恭づ康哲雅正純律典貴 ゅ里千
子忠行明雄子美行 さ子也勇国輝弘子子秀子愛楓遥み菜尋

訥倉平成27年 元旦

宗
責代像
任表大

ヶ//// // // //クケ// //ク// //ク役役社

員員責

翡
倉寺河安清養伊谷多石出麻長松出高雙
元島辺部水父東 田原光生尾尾光向ぢ

信
亮俊照正—正昭 亜新昭正
兒基紘生敏守郎明重進豊泰夫吾介秀

.......................................................................................... 

宗宗
副会像 監 副会像監
会大 会大

//長長社ク// //事// // //長長社//事

沖氏

冒冒誓i畠虞胃馨塁誓靡胃冒［冒塁
一敏雙正和寅敏善幸詈伸治
敏紘明云賢弘彦夫清明徳男郎 孝允

明けましておめでとうこざいます。つ爬~
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①巽の方角（南東）に向かい祭典は行われた

I • 

②奉仕者全員で大祓詞を奏上

お
ん
し
ょ
う
ぞ
く
し
ん
ぽ
う
と
く
「
）
う

日
【
御
装
束
神
宝
読
合
】
十
二
月
七
日
午
後
一
時
（
写
真
③
）

曜木
此
度
の
御
遷
座
に
合
せ
調
製
さ
れ
た
御
装
束
神
宝
を
禰
宜
が
送
文
を
次
々
と
読
み

日

上
げ
、
宮
司
が
詳
ら
か
に
奉
検
し
異
状
の
無
い
こ
と
を
確
認
し
儀
式
は
終
了
し
た
。

[
―
【
J
I
わ
厭
尉
】
十
二
月
七
日
午
後
五
時
（
写
真
④
）

月
薄
暮
の
中
祓
舎
に
読
合
で
確
認
さ
れ
た
御
装
束
神
宝
が
設
え
ら
れ
、
全
奉
仕
神
職

平

は
遷
座
の
儀
で
著
け
る
真
新
し
い
装
束
を
着
装
し
祓
え
を
う
け
御
遷
座
の
前
儀
の
全

て
を
終
え
翌
日
に
備
え
た
。

②本殿、遷御道筋、雨犠廊を祓い清めた

④全奉仕者は真新しい装束を着装し、祓舎で御祓いを受けた
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【
遷
座
の
儀
】
十
二
月
八
日

早
朝
よ
り
雲
が
空
全
体
を
覆
い
時
折
小
雨
が
見
ら
れ

る
天
候
の
中
、
祭
儀
や
参
列
者
を
お
迎
え
す
る
準
備
の

確
認
が
行
わ
れ
、
昼
前
に
は
県
内
外
よ
り
の
助
勤
神
職

や
奉
仕
者
が
続
々
と
参
集
、
潔
斎
の
後
遷
座
の
儀
の
習
礼

（
祭
典
練
習
）
が
約
二
時
間
行
わ
れ
た
。
夕
刻
に
は
こ
の

重
儀
の
神
社
本
庁
使
を
ご
奉
仕
頂
く
神
社
本
庁
総
長
田

中
恒
清
氏
を
お
迎
え
し
祭
儀
の
最
終
確
認
を
行
う
、
こ

の
頃
に
は
心
配
さ
れ
た
雨
も
上
が
り
、
愈
々
そ
の
刻
を
待

つ
ば
か
り
と
な
っ
た
。

午
後
七
時
二
十
分
、
宮
司
以
下
神
職
、
助
勤
神
職
・

奉
仕
員
・
供
奉
員
そ
し
て
同
二
十
五
分
本
庁
使
同
随
員

の
総
勢
六
十
五
名
の
奉
仕
者
は
斎
館
及
び
勅
使
館
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
参
進
。
修
祓
の
後
仮
本
殿
所
定
の
座
に
著
く
。

出
御
の
祝
詞
に
続
き
各
所
役
に
威
儀
物
を
授
け
る
召
立

が
行
わ
れ
、
宮
司
、
禰
宜
二
員
が
殿
内
に
参
入
し
奉
遷
の

準
備
を
整
え
る
。

定
刻
の
午
後
八
時
本
庁
使
よ
り
「
出
御
」
が
報
じ
ら

れ
る
と
境
内
全
て
の
灯
が
お
と
さ
れ
、
浄
闇
の
中
、
た
だ

松
明
の
明
か
り
の
み
が
途
を
照
ら
す
。
風
の
ざ
わ
め
き

の
み
が
感
じ
ら
れ
る
静
寂
の
中
、
宗
像
三
柱
大
神
の
「
御
」

は
絹
垣
に
覆
わ
れ
遷
御
道
を
進
み
神
門
を
通
ら
れ
る
時

に
は
、
厚
い
雲
間
か
ら
月
明
か
り
が
照
ら
し
だ
し
、
大
神

様
は
無
事
元
の
御
座
に
お
鎮
ま
り
に
な
ら
れ
た
。

入
御
が
報
じ
ら
れ
る
と
境
内
に
は
再
び
灯
が
点
さ
れ

宮
司
祝
詞
奏
上
の
う
ち
同
八
時
四
十
五
分
、
遷
座
の
儀

は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

1

年
3

ヶ
月
お
鎮
り
頂
い
た
仮
本
殿
で
の
、

最
後
の
宮
司
祝
詞
奏
上

遷
御
に
先
立
ち
、
神
宝
を
授
受

遷
座
の
儀
、
午
後
7

時
2
0分
、

斎
館
前
に
列
立
す
る
総
勢
6
5名
の
奉
仕
員

濯
績

ｷ
 

r
 

祓
舎
に
て
全
奉
仕
員
が
ま
ず
祓
え
を
受
け
る

遷
座
の
儀
式
次
第

時
刻
、
宮
司
以
下
祭
員
及
び
供
奉
員
斎
館
よ
り
参
進

（
是
よ
り
先
手
水
の
儀
あ
り
）

本
庁
使
同
随
員
勅
使
館
よ
り
参
進

（
是
よ
り
先
手
水
の
儀
あ
り
）

宮
司
以
下
祭
員
•
本
庁
使
・
随
員
及
び
供
奉
員

祓
舎
所
定
の
座
に
著
＜

修
祓

←
几
酌
巴

宮
司
以
下
祭
員
・
本
庁
使
・
同
随
員
及
び
供
奉
員

仮
本
殿
所
定
の
座
に
著
＜

宮
司
一
拝
（
諸
員
之
に
倣
ふ
）

宮
司
祝
詞
を
奏
す

神
宝
授
受
役
威
儀
物
を
各
所
役
に
授
＜

（
こ
の
時
召
立
の
儀
あ
り
）

諸
員
各
其
の
位
置
に
列
立
す

宮
司
・
禰
宜
二
員
殿
内
に
参
入
し

諸
員
各
其
の
位
置
に
列
立
す

遷
御
（
此
の
間
奏
楽
警
躙
諸
員
警
折
）

·
”
-
i
一
一
園
笞
土
・
バ
’
仇
．
竺
J
い

^
4
.
.
、
芯
塁
悶
亨

入
御
（
此
の
間
奏
楽
警
躙
諸
員
平
伏
）

是
よ
り
先
禰
宜
本
殿
の
御
扉
を
開
く

（
此
の
間
奏
楽
警
躙
諸
員
平
伏
）

宮
司
御
扉
の
側
に
候
し
諸
員
各
其
の
位
置
に
列
立
す

（
こ
の
後
召
立
の
儀
あ
り
）

神
宝
授
受
役
威
儀
物
を
各
所
役
よ
り
受
＜

禰
宜
以
下
祭
員
及
び
参
列
員
所
定
の
座
に
著
＜

宮
司
祝
詞
を
奏
す
（
此
の
間
諸
員
平
伏
）

宮
司
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
（
祭
員
列
拝
）

本
庁
使
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
（
隋
員
列
拝
）

供
奉
員
代
表
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
（
供
奉
員
列
拝
）

宮
司
御
扉
を
閉
じ
畢
り
て
所
定
の
座
に
著
＜

（
此
の
間
奏
楽
警
躙
諸
員
平
伏
）

宮
司
一
拝
（
諸
員
之
に
倣
ふ
）

各
退
出
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受付風景

遷座の儀には 180名もの方々にご参列頂いた 宮司祝詞奏上



第647号（第□種郵便物許可毎月 1 日発行）
て～、｀→

奉幣の儀 天皇陛下からの幣吊を本殿に奉安

天皇陛下からの幣吊を唐櫃に納め本殿へ参進

6

【
奉
幣
の
儀
】
十
二
月
九
日

旦
遷
座
の
感
動
覚
め
や
ら
ぬ
翌
朝
午
前
八
時
、
遷
座
後
初
の
神
餌

木
を
お
供
え
す
る
御
餓
祭
を
執
り
行
い
、
同
十
時
よ
り
は
奉
幣
の
儀

曜1

が
斎
行
さ
れ
た
。
畏
き
辺
り
よ
り
の
幣
吊
料
を
宮
司
が
神
前
に
奉

1

り
祝
詞
を
奏
上
、
次
い
で
本
庁
幣
供
進
、
本
庁
使
が
祭
詞
を
奏
上
。

ヮ
そ
し
て
御
遷
座
を
寿
ぎ
主
基
地
方
風
俗
舞
・
悠
久
の
舞
が
奉
奏
さ

年隅
れ
る
と
約
三
百
名
の
参
列
者
を
代
表
頂
き
、
宗
像
大
社
責
任
役
員
・

平
成
ノ
復
興
期
成
会
副
会
長
松
尾
新
吾
氏
が
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼

し
、
こ
こ
に
辺
津
宮
本
殿
遷
座
祭
の
祭
儀
全
て
が
納
め
ら
れ
た
。

ー
祭
典
終
了
後
、
参
列
者
等
は
玄
海
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
会
場
を
移

c

し
、
直
会
が
開
催
さ
れ
、
宗
像
市
谷
井
博
美
市
長
、
神
社
本
庁
使
を

象
ご
奉
仕
頂
い
た
、
神
社
本
庁
総
長
田
中
恒
清
氏
に
ご
挨
拶
い
た
だ
き
、

｀
開
宴
。
修
復
施
行
の
株
式
会
社
児
島
工
務
店
、
株
式
会
社
九
電
工

A
 
T

i
.
 

K
A
rに
は
感
謝
状
を
贈
呈
し
、
和
や
か
な
ま
ま
に
、
二
日
間
に
亘
る
本
殿

A
.
 

U
N
遷
座
祭
、
一
連
の
行
事
が
全
て
終
了
し
た
。

M
`
 

宗

奉
幣
の
儀
式
次
第

時
刻
、
先
ず
御
幣
物
・
本
庁
幣
、
禰
宜
副
従
、

宮
司
以
下
祭
員
参
進
（
是
よ
り
先
手
水
の
儀
あ
り
）

神
社
本
庁
使
・
同
随
員
参
進

｛
御
幣
物
・
禰
宜
•
本
庁
幣
、
宮
司
以
下
祭
員
が
祓
舎
を
出
た
後
参
進
｝

（
是
よ
り
先
手
水
の
儀
あ
り
）

御
幣
物
•
本
庁
幣
、
宮
司
以
下
祭
員
祓
舎
に
著
＜

修
祓

本
庁
使
・
同
随
員
祓
舎
に
著
く

修
祓

宮
司
以
下
祭
員
拝
殿
所
定
の
座
に
著
＜

本
庁
使
・
同
随
員
所
定
の
座
に
著
＜

宮
司
一
拝
（
諸
員
こ
れ
に
倣
う
）

宮
司
御
扉
を
開
き
畢
り
て
側
に
候
す

（
こ
の
間
奏
楽
警
輝
諸
員
平
伏
）

宮
司
御
幣
物
を
奉
る
（
こ
の
間
奏
楽
）

宮
司
祝
詞
を
奏
す
（
こ
の
間
諸
員
平
伏
）

宮
司
本
庁
幣
を
奉
る
（
こ
の
間
奏
楽
）

本
庁
使
祭
詞
を
奏
す
（
こ
の
間
諸
員
平
伏
）

神
楽
主
基
地
方
風
俗
舞
及
び
悠
久
の
舞
奉
奏

宮
司
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼

（
禰
宜
以
下
祭
員
列
拝
）

本
庁
使
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
（
随
員
列
拝
）

参
列
員
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
（
参
列
員
列
拝
）

宮
司
本
庁
幣
を
徹
す
（
こ
の
間
奏
楽
）

宮
司
御
扉
を
閉
じ
畢
り
て
本
座
に
復
す

（
こ
の
間
奏
楽
警
輝
諸
員
平
伏
）

宮
司
一
拝
（
諸
員
こ
れ
に
倣
う
）

各
退
出

eA-Personal 
Communication 

株式会社ゼネラルアサヒ
〒812-0064 福岡市東区松田3丁目777番地

TEL 092-611-8311 

eA-テジタルグラフィックス研究所
宗像市アスティ 1 丁目 5番地

kinko•s® 
訥伶平成27年 元旦 明けましておめでとうございます。~,~



7 第647号（昭和36年5月 10日第三種郵便物許可毎月 1 日発行） 合~ MUNAKATA ~象~ 平成27年 1 月 1 日木曜日

悠久の舞 宮司祝詞奏上

文字も大きく地域面も充実

〇西日本新聞社
http://nishinippon.co.jp/ 

本 社福岡市中央区天神 1 丁目4-1 〒810-8721
TEL 092(71 1) 5555 （イ-t) FAX092(711)5152 

北九州本社北九州市小倉北区堺町1 丁目2-16 〒802-0005
TEL 093(482)2601 FAX 093(531)2014 

東京支社東京都中央区八重洲2丁目8-7 福岡ビル 〒 104-0028
TEL 03(3273)8585 FAX 03(3273)8586 

大阪支社大阪市中央区北浜3丁目 1-21 松崎ビル〒541-0041

@THE NISHINIPPON SHIMBUN CO.,LTD. 
TEL 06(6202)6351 FAX 06(6202)6356 

訥伶平成27年元旦 明けましておめでとうこ‘ざいます。つ咽—
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進たと育民宗トユ を登沖域申か
し官共団団像に不平賜録ノのしに゜あ

芯旦tミ体佐車凰召成り、儡 9 讐占悶誓閲

; [ i :9 9[ 』: ]L 直〗[[ j [ : 
り登域、共来産 をり、産旦示えかめ
雙晨畠文同、暫訂申薙門ぢ雙竺悶夏

化で県定本し解のか社としう贔靡畠薮翫互；冒tさ贋三塁虐五｀：
繋内贋塁腐閾喜讐贔）洋
すの 組地作討家景で保だ産意推に外さ
゜機まん域成をか観す全け登進薦向のれ本
宗運たでのも重ら形゜保で録め内け専る遺
像を、ま皆進ねご成世護なのて容た門こ産
夕高世いさめ‘助を界しくたおの課家と群

悶塁嘉9『'・ー［繋笠尋塁亙総喪見夏｛、塁言箪喜誓舟］葦
示お朴I たてを援台協く登°体し保た、しこ周‘。両服てし‘
ゃい国‘お貼用の会こ録 とた存だ国てと、辺資まけす世てユ
D て立昨り付マ車のとに な°管き内ふ力‘に産たたる界ぉネ
v パ博年まいグ両約もは そ摩理な外さ大っそ‘作と遺りう
皇え喜は内危忍且 5 塁証 坂誓贄誓腐セ塁星誓翡緊言雷国贔
映展に九まい卜応 0 で元 り、の検門い要もの遺鋭ミ録内薦
.................................................................................................................................................................................................................................................................. 

よふ ま産像引でい代よ社べ次え す開ノと二る本だ多行の
うれ本す登、·きあ遺まりをきのて世る催島大ホた遺くくいほ
心る年さ録 1中継る産で‘はも世人界こしと社像め産この、か[ ；力、骨§ : ] ；胃：芯； [ ；畠嘉玉目腐斉直鷹嘉誓面喜
ぎ［ ［皇日〗［、［ ［＇昂塁よ畏亭負i胄 9: 〗〗喜［ : : □ 
ii虐、［冑［ ：肩息 [99 9; 9 言 [9 贋門： ：會と〖： ; 
°り希 を世乞碕唸］塁腐宗旦ぷ塁 隻斎盃沖閂塵言そg悶
ま望 賜界二実巴らり仰像ぃりを 発会・ノれ上にいい座
すあ り遺示''- し現に大く、超 信を沖島たげ、たてを

あなたのいちばんに。

とジ‘ふくおかフィナンシャルグループ

明けましておめでとうございます。

今年もよろしくお願いいたします。

后福岡銀行
ブランドキャラクター

「ユーモ」

宗像支店宗像市東郷5-4-5 TEL0940-36-2017 赤間支店宗像市土穴2-1-17 TEL0940-33-7211 

討も平成27年 元旦 明けましておめでとうこ‘ざいます。~,~
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てわ窓に地 ＜ご世二た謹は春ま
いつ口は区皆お理界示、ん健にすあ
きてでアは様礼解遺像日でやあ°け
まきしジ、ご申と、産沖頃ぉかた輝ま: t t:;〗舟》蘊畠属立 9 惰上り；でと
g息巴貪篇名iヽ □ 扁舟門信長曇嘉
点iーと貿鮮り。り活連政上迎ぉーで
と深は易半、 、動遺、げ又ヵ、十と
なく大や島こ 改に産とまQれ七う
る繋陸外、の め格群りす←ま年ご
宗がと交さ宗 て別—ゎ。としのざ博
像っ交のら像 厚ののけまとて新い美
................................................................................................................................................................................................................................................................... 

て要ててりしく化そなは て世--,産像育の あ全産むい像の

胄瓦図塁畠互覧漂与え考謀胄塁畠塁沖昇鷹農畠し、嬰畠畠奇后
手虐え屎悶哀［嘉后臀畠遺ま産沖自富斤袋躙内靡嘉森足を｛嬰
0 9 靡門喜詞昌羞〗塁］ ：内：ｧ □ 皇塁］ □ : 9 J息喜J]、夏
ｷ`ｷ-99 ；言 屈渾齊 99 閏鳥 〖息［緑；息

歴。民る て産＋ーれ文‘ く大たノ展を
史宗―た 活群九世t..,.化福 必切関島し持
．像体め 動一年界ニ・津 要に連をてつ
文、とに しのに遺宗教市 が保遺含ま宗
.................................................................................................................................................................................... 

い姿思後か卜まに無屋ぶ大 ままし並後
くしり皆と層年 たをいもけしし奉事根り社さすす‘びも宗
おまし様をのが終だ後ま様てたた祝に賛とにて。ょ温に引像

門内年竺塁皇畠り［胃〗~,~、こ箪箪雷亨嚢怠嘉昨 う、百盃畠奇
申本頭健い栄大にと引御←さ呼感嘉し、は畠凸嬰 虚薙産きiし

よ笠〖：立息雙ご： 9 畏笠笙磁が胃磁惚磁泣 9 鉱：翌磁灰まうさ多すなっ平ぉたふあのーか執座す． す い協．産t
すぞっ幸とりて成りめさろこをらり祭る拝四と 申力保登て
°よとを〖まよ二まごゎうと約ス行な修殿＋、 しを護録は
ろいおi→すり十す尽しかで十夕わら復の三宗 上賜に活、
した祈ミこ一七。力いと今年 l れびがお年像 げり対動今

宗
像
市
長

谷
井

年
頭
挨
拶

人と技術の未来を創造する
Human & Technology 

゜
三島光産株式会社
代表取締役社長三島正一

本社／〒805-8503 北九州市八幡東区枝光二丁目 1 番15号
TEL (093)671-8500 FAX (093)671-8503 

http://www.mishimakosan.com/ [三島光産 l三

訥伶平成27年 元旦 明けましておめでとうこ‘ざいます。~,~
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古
式
祭
・
鎮
火
祭

地る者五 本八

<[][:: ] ［古t神二も感神粛歴― 年
患こ雙皐畏督塁］式塁
ぁ構とるお汀持四 史
る成御祭供さっ日夕又
。さ膳典ぇれ古日刀
新れをとした式—
米る共‘神゜祭未
の宗に奉々 が明
御像す仕に 仮ヽ

............................................................................................................................... 

江以六 る世神番がまる竹て
口下時祭更俗職を毎た特籠ね
両神こ典をとと務年‘殊にん＾
区職則は行の共め交御な入ぼ海告地飯
長が日夜ぃ交にる代座御れ・
‘奉よが奉わ参上では供た蜜雙〖嘉悔
当仕り明仕り籠殿奉田ぇ---,柑←採像川
番し言けしを＾班仕島物御のゃ取市山

一雙桑門合だ閃閂腐〗髯［＇口胃［且房受よ午が殿了 行が子長像た暗 、に性、八，，←
付り前行に後祭さ参会 市高闇 身宿奉今班らとを‘；房喜
冒祠晶店函屑典梵門直臨以塁累 篇門畠百襄禁信認翡りな累
を座頃、座明終゜斎等氏．司前 め、が当子。れの母モに、

.................................................................................................................................................................................................................................................................. 

汀；胃：｀［；［ ＼＼―、1/5;ilII
t: 9 ; ;ヽ： ; : [ ［り胄皇 9 。°
9 [>: ; /> [9:‘`>
雙喜書靡胄［ t嬰胃塁悶棗
事。っ膳者、栗． 、計かい

謹賀新年
新しい年が素晴らしい一年どなりますよう
皆様のご健康どご多幸をお祈リ申し上げます

2015年元旦

yuo ダイドービバレッジサービス株式会社福岡東営業所
092-663-2310 

ダイドードリンコ株式会社
西日本第二営業部
092-663-2171 

訥術平成27年 元旦 明けましておめでとうこ‘‘ざいます。~,~



4
、

宗
像
大
社
神
符
頒
布
始
祭
祭
典
は
、
戸
議
さ
れ
た
。

芯
冷
．
ヤ
；
、
｛

o，
ヽ
．
！
：

5
、
子
評
議
員
六
十
―
閉
会
後
、
氏
子
評
議
員
の
方
々
は
各

十
一
月
二
十
日
、
宗
像
大
社
神
符
頒
：
名
が
参
集
し
て
斎
行
さ
れ
、
頒
布
者
を

□地
区
に
頒
布
す
る
宗
像
大
社
神
符
・
人

布
始
祭
が
仮
本
殿
に
て
厳
粛
に
斎
行
さ
：
代
表
し
宗
像
大
社
氏
子
会
置
鮎
玄
二
：
形
を
手
に
大
社
を
後
に
し
た
。

れ
た
。
こ
の
祭
典
が
終
わ
る
と
、
い
よ
」
郎
会
長
へ
と
宗
像
大
社
神
符
が
授
け
ら
一
尚
、
十
月
二
十
四
日
、
宮
地
嶽
神
社

引恕
い
よ
新
年
に
向
け
た
新
た
な
神
札
ミ
れ
た
。
こ
に
て
神
宮
大
麻
頒
布
始
祭
が
斎
行
さ
れ
、

日詞
の
頒
布
活
動
が
始
動
す
る
。
＇
〔
＊
祭
典
終
了
後
、
：
併
せ
て
永
年
に
亘
り
神
社
界
に
寄
与
さ

叩
当
大
社
は
、
古
代
九
州
で
唯
一
清
明
殿
に
て
氏
子
：
れ
た
方
々
に
対
す
る
「
福
岡
県
神
社
庁

可疇
「
神
郡
」
を
持
つ
こ
と
が
許
さ
れ
心

1

メ
』
評
議
員
会
が
開
催
二
表
彰
」
の
伝
達
式
も
行
わ
れ
た
。
当
大

便三

r
ー
＼

第
た
。
そ
の
範
囲
は
、
宗
像
・
福
津
和
、
さ
れ
、
古
式
祭
及
：
社
か
ら
は
三
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
た
。

日゚5

を
中
心
に
そ
の
周
辺
に
及
ぶ
。
以
｛
，
｀
i
-
び
御
座
へ
の
ご
参
一
、
平
成
二
十
六
年
度
ノ

3
6

降
、
地
域
の
総
氏
神
と
い
て
篤
い
＇
列
と
人
形
献
米
の
一
福
岡
県
神
社
庁
神
社
功
労
者
定
例
表
彰

年叩

l
'

ー
~
宗
像
大
社
氏
子
会

ぃ
崇
敬
を
受
け
て
き
た
。
そ
の
御
神
＼
取
り
纏
め
の
御
願
一
副
会
長
松
井
善
徳
様

4
7
縁
か
ら
毎
年
、
宗
像
・
福
津
両
市
い
・
正
月
祭
の
ご
一
宗
像
大
社
氏
子
会

6
"
副
会
長
瀧
口
幸
男
様

第
の
氏
子
崇
敬
者
の
方
々
に
宗
像
大
社
神
]
案
内
・
一
月
十
三
日
斎
行
の
献
米
奉
告
一
宗
像
大
社
沖
・
中
両
宮
奉
賛
会

1

符
を
頒
布
し
て
い
る
。
」
祭
の
氏
子
奉
幣
使
の
選
定
な
ど
が
協
一
宮
本
昭
男

宗 MUNAKATA 材象 平成27年 1 月 1 日木曜日

こ
鎮
め
た
と
あ
る
。
祭
典
で
も
宮
司
以
下
こ
津
市
議
会
議
長
、
県
消
防
学
校
々
長
、

ニ
―
名
の
神
職
が
古
式
に
則
り
火
打
石
で
一
宗
像
市
防
災
協
会
、
宗
像
地
区
消
防
本

｀
災
を
起
こ
し
、
「
ひ
さ
ご
」
で
水
を
注
｝
部
、
宗
像
・
福
津
市
消
防
団
関
係
者
、

古
式
祭
終
了
後
、
午
前
十
時
よ
り
鎮
二
さ
、
次
い
で
「
赤
土
」
、
最
後
は
q
置
鮎
氏
子
会
々
長
ら

火
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
「
ほ
し
ず
め
の
二
＇
川
菜
」
で
覆
う
、
鎮
火
の
儀
が
参
列
し
、
寒
さ
が

祭
」
と
も
言
わ
れ
る
こ
の
神
事
は
火
神
□
か
行
わ
れ
た
。
一
段
と
厳
し
く
な
り

の
荒
び
を
鎮
め
、
そ
の
災
い
を
受
け
る
一
祭
典
に
は
谷
井
宗
像
市
火
の
気
が
多
く
な
る

事
の
な
い
よ
う
に
祈
る
神
事
で
あ
る
。
こ
衰
・
小
山
福
津
市
長
を
始
め
、
年
末
年
始
の
平
穏
を

神
話
で
は
火
神
の
荒
び
を
、
水
神
が
「
ひ
二
古
武
県
議
会
議
員
、
吉
田
宗
祈
っ
た
。

さ
ご
」
、
埴
山
姫
神
が
「
川
菜
」
を
以
て
こ
像
市
議
会
艤
長
・
大
久
保
福

火
神
の
荒
び
を
鎮
め
る

鎮
火
祭

様
ー
ー
＼

太陽光は、
九電工っす！
サンキュー

SunQコール固iO 120-03キ9-9-05
www.kyudenko.co.jp/ta iyoko 

I 太陽光は九電エ ト艤景し l

株式会社力疇コ：福岡北営業所
〒811-3219福津市西福間2-17-17

TEL0940-42-1120 

訥魯平成27年 元旦 明けましておめでとうこ‘ざいます。つ腎~
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のま宮区 の賛例立
方た‘厳中御会にち去
を‘雙島雙奉・よ大る
対昨＝神呂仕同り注十

=-:象年呂社本に敬沖連一
且蒻眉、拝贔畠中縄月
連立七塁殿し人両皇干
ロ篇言宮御贔昇塁嘉且
市奉拝嶽え多賛行‘

製ょ製殿宮ら数会わ新
のりし ‘れの れ年
体一→第宮た方同、に
験般t~二崎°々翼恒先

且｀直鰐辿墨え奉仕—: 1口「日l:'’’’ 当ら胃野響匹r「—→
み製硬か縄ス注たののを奉け日千者
掛しさりはで連も元テ行仕奉早 をけ終でで‘き縄りとグつ者仕朗喜人
てえあ何成つの一なスたはを奉参数

ぢ會竺蕊、］云空蕊言豆謡四冒帳 9ヽ 睾
奉はれゎ堕らないを一町分約ぉ集募
仕夕をぇ―れる合締でなか四祓ま集
者日七る十た。わめ注られ十いっし
ーも本程名注テせ上連で作名をだた
同沈奉の掛連グ大げ縄は業の受 と
........................................................................................................................................................ 

礼 本り翼｀｀’勺
申御も行賛
し 奉 の わ ^ 真新しい大注連縄が掛け替えらr柑店辺津一宮拝
上仕注れデ甕洩＾両宮奉賛会、匹§会邸疇·冒嘉TI
け頂連‘同く連宮十 掛注の
亭悶雙盃悶悶塁甲汀農甘冒胃嘉
。［〗］ ：塁塁喜且叶羹ば冑晶
いまの奉仕各に化付師真製

心たで方賛が所はとわ走新さ
ょ。ヽ々会、の‘なれにしれ
り 約に・同小沖っ召入いた
御 百よ同じ注津た り大藁

大
注
連
縄
奉
製
奉
仕

s

＿
＿
一
宮
合
わ
せ
、
七
本
を
奉
製

S

節分祭の御案内
本年も下記日程で節分祭を O"::: 

昼言□宣゜
◆豆打ち式午前11 時30分～
於＝斎館前特設舞台

腕
に
力
が
入
ら
な
い
状
態

で
あ
っ
た
。

SF CALL CENTER （国内線予約・案内センター）

0570-07-3200 ※ PHSまたはIP電話からは北九州／093-512-7320

営業時間／7:00~23:00 （年中無休）

http://www.starflyer.jp 

株式会社スターフライヤー

代表取締役
社長執行役員

松石禎己

汰
心
平成27年 元旦 明けましておめでとうこ‘ざいます。つoや



ロ
ロ
[
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り
行
わ
れ
た
。
：
さ
れ
て
い
る
。

新
船
は
、
全
長
三
三
九
・
五
m
、
幅
一
祭
典
は
同
船
操
舵
室
に
て
午
後
三
一

六
十
m
、
載
貨
重
量
二
十
万
ト
ン
を
誇
一
時
よ
り
出
光
タ
ン
カ
ー
株
式
会
社
早
[

る
環
境
に
も
優
れ
た
国
内
最
大
級
の
：
川
取
締
役
・
野
間
船
長
以
下
関
係
者
一

最
新
巨
大
タ
ン
カ
ー
で
、
出
光
タ
ン
ニ
参
列
の
も
と
鎮
座
祭
が
斎
行
さ
れ
、
海
□

カ
ー
株
式
会
社
の
船
隊
整
備
の
一
環
と
」
神
で
も
あ
る
宗
像
大
神
を
船
内
の
神
こ
発
揚
・
社
業
益
々
の
発
展
を
祈
念
す
る

国
し
て
、
平
成
二
十
四
年
に
発
注
さ
れ
[
翌
猛
誤
祭
し
た

o

翌
日
午
前
八
時
半
‘
」
堡
詞
が
奏
上
さ
れ
ヽ
引
き
続
き
神
職
二

鯛
出
光
興
産
株
式
会
社
月
岡
代
表
取
締
こ
名
が
大
麻
・
切
麻
に
て
同
船
を
祓
い
清

可叩
役
社
長
・
出
光
タ
ン
カ
ー
株
式
会
社
大
一
め
て
祭
典
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

便種
島
代
表
取
締
役
一
我
が
国
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
は

郵三日
社
長
・
野
間
船
二
荒
波
の
如
く
変
化
し
て
い
る
現
在
。
同

第゜

月
長
以
下
関
係
者
二
船
が
我
が
国
の
生
命
線
で
あ
る
原
油

年屈
参
列
の
も
と
鎮
」
調
達
安
定
性
の
強
化
、
日
本
の
エ
ネ
ル

6
 

刀
口

——— 

号
座
奉
祝
祭
斎
行
。
：
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
貢
献
さ
れ
る
の

4
高
向
宮
司
よ
り
：
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
共
栄
の
架
け
橋
と

7
 
6
`
 
第
同
船
の
加
護
・
航
：
な
り
、
活
躍
さ
れ
る
事
を
心
よ
り
お
祈

3
 
ー
海
安
全
と
国
威
：
り
申
し
上
げ
ま
す
。

宗 MUNAKATA ~象 平成27年 1 月 1 日木曜日

出
光
タ
ン
カ
ー
新
造
船

「
ア
ポ
ロ
・
ド
リ
ー
ム
」
に
宗
像
大
神
を
奉
斎

TOYOTA 
福岡県トヨタ販売店グループ

福岡トヨタ自動車株式会社
代表取締役社長 金：子直幹

〒810-0004 福岡市中央区渡辺通4丁目8番28号
電話(092)761-3331

*1をんて9析年付与祝伺を申l上げます傘

福岡トヨベット株式会社
代表取締役社長 ヰ〗尾；『』·—

〒812-0013 福岡市博多区博多駅東lT目9番 11号
電話(092)411-1121

トヨタカローラ福岡株式会社
代表取締役社長 合t子し 目［

〒810-8603 福岡市中央区長浜2丁目 1番5号
電話(092)712-7111

トヨタカローラ博多株式会社
代表取締役社長 久鳥＇恒 兼孝

〒812-0042 福岡市博多区豊2丁目3番50号
電話(092)441-2111

ネッツトヨタ北九州株式会社
代表取締役社長 ホ寸上：笈：文：

〒806-0041 北九州市八幡西区皇后崎町14番6号
電話(093)642-2111

訥倉平成27年 元旦 明けましておめでとうこ‘ざいます。つ腎~
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宗
像
大
社
短
歌
大
会

宗
像
大
社
短
歌
大
会
実
行
委
員
会

◆
福
岡
県
知
事
賞
加
藤
三
知
乎
筑
後
市

夫
に
注
ぐ
ビ
ー
ル
の
泡
が
せ
り
あ
が
る
や
る
べ
き
こ
と
は
や
っ
た
じ
ゃ
な
い
の

、評匁胃雰五嘉贋星悶；口悶麿巖置六冒塁：鷹儡生胃第一
叩；饗魯冒ら、胃は毎贋般虐梵畠讐虐悼嘉岱畠喜悶冒叩
誓畠まゃのと子塁日での歌中に司が念終も評長の社：：：

です講き 、芭上西史よ集撮る向が挨--,共面
与哀熱ぃ評に桜昭言過 達輝上りい影と上あ拶小催宗
簡彰怜‘解を添川了者百襄法磨四挨行す、しり、の忠石像
で嘉息農墨灼累富昇誓募羅璧貪嬰店雷塁万一塁星i森
t：信谷蒼何胄g悶普ぺ喜 9 誓；讐年讐魯裏↑綜喜り塁
れて加潔え先．っ選は翌皇色雙繋負員ぉ首川は百大

た居三芍らの状褒の冴約ヽ会
゜に回講の姿をめ応子八闘丞
お目演--,が持の募先十
けので―見つ言数生名殿

口］］口［［］］］］｀［：： 主
な
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

A

n

N

 

O

E

G

 

A

T

I

 

H

S

S

 

A

Y

E

 

H

S

O

 

DTP デザイン印刷· WEB サイト制作・各種ムービー制作

（株） HSD ェイチェスデー
〒811-3439 福岡県宗像市三倉17-1

TEL 0940-36-9012 URL http://h-sd.co.jp NISIK 

安全・安心のトータルプランナー

株式会社／こしl9•し、
宗像支社宗像市東郷4丁目 5番 l 2号

合0940-36-3l 67 

ロ竺臼佗99讐会社
〒812-0007 福岡市博多区東比恵4丁目 l0番 11号

電話(092)411-1330 ［代表】

理容とんぼ
〒811-3436
福岡県宗像市東郷5丁目5-10

TEL(0940)36-2405 手＼
一般社団法人日本自動車連盟九州本部

本部長 亭引丑 耕一
〒814-8505 福岡市早良区室見5-12-27

電話(092)841-7676 ［代表】

Oenkol 

亨 玄海潤を望む風輝媚な格員高いシーサイド・コース

叫玄海ゴルフクラブ
〒811-3502 福岡県宗像市江口578-18
電話（0940)62-2233 【代表】
FAX(0940)62-2728 

冒冒
訥倉平成27年 元旦 明けましておめでとうこ‘ざいます。~,~
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木型に紙を貼り、乾いてから型を抜き取ったものを「張り子

（はりこ）」と申します。

張り子は動物や達磨、また幼児の玩具として親しまれてき

ました。おなじみの方も多いのではないでしょうか。本年も

干支張り子を縁起物として授与致します。

張り子の中に鈴の入った「紙音」、干支の未が破魔矢を持っ

た「破魔矢未」、首の部分が動く「首振り未」の三種類です。

干支はりこ（首振り未）
初穂料 1,000 円

干支はりこ（破魔矢未）
初穂料 700 円

しおん

干支はりこ（紙音・鈴入り）
初穂料 500 円

今年最初の運だめし
A コ・） • 

• I 

30等まで空＜じなし、千支はりこ・縁起物が当たる！, 
1 回500円（空くじなし） 時間・・・元旦午前零時～ 場所・・・神門前
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市
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円
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＿
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一
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、

0
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0
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0
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＿
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京
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0
9
4
0
)

6
2
,
4
1
1
1
 

玄
海
旅
館
C
(
6
0
2
9
,
0
4

O
Q01

6
2
,
0
1
0
7
 

御
宿
は
な
わ
ら
び
C
(
0
9
4
0
)

魚

屋
別
館

C
(
6
0
2
9
3
4

建
5
5

森矢福柴烏久
澤原村山保
八田

剛大英重道
一輔子子代綾

魚
屋
本
店
C
(
6
0
2
9
,
2
4
1
)
2
2

訥魯平成27年 元旦 明けましておめでとうこ‘‘ざいます。つ腎~
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ー
＿
幽
血

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

一
四
雌
呻

俳
句

乍
品
集

宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次

秋
の
き
て
親
友
の
戦
死
の
供
養
す
る

北
九
州
市
八
幡
西
区
曽
川
恵
美
子

水
引
き
の
そ
こ
や
か
し
こ
に
殖
え
に
け
り

]
宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

二
燕
尾
服
着
せ
た
き
ほ
ど
の
髭
の
ひ
と
背
筋
の
ば
し
て
入
車
を
さ
ば
く

一
髭
か
ら
の
連
想
が
面
白
い
歌
。
燕
尾
服
と
い
う
と
指
揮
者
な
ど

一
を
想
像
す
る
が
、
こ
の
場
合
は
も
っ
と
古
め
か
し
く
、
明
治
時

一
代
の
人
の
よ
う
に
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
か
大
礼
服
の
方
が
合
う
か

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀
一
も
し
れ
な
い
。

石
段
に
落
ち
し
木
の
実
を
踏
み
諦
め
ば
ぷ
ち
ぷ
ち
ぷ
ち
と
小
気
味
よ
き
音
一
~
福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

擬
音
語
を
使
っ
て
、
小
気
味
よ
さ
を
表
現
し
た
歌
三
句
の
接
続
i

ヽ

□
大
蛇
と
は
す
な
は
ち
土
石
流
の
こ
と
鎮
め
の
宮
が
山
中
に
あ
り

助
詞
「
ば
」
は
動
詞
の
已
然
形
に
付
く
の
で
、
字
余
り
で
も
口
~

語
な
ら
〈
踏
み
締
め
れ
ば
〉
、
文
語
な
ら
〈
踏
み
締
む
れ
ば
〉
に
0

I
言
葉
の
斡
旋
が
巧
み
な
良
い
歌
。
最
近
火
山
の
活
動
が
盛
ん
だ

i
が
、
御
嶽
山
か
阿
蘇
、
あ
る
い
は
別
の
山
か
が
分
か
る
よ
う
に
、

宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範
一
山
岳
名
が
必
要
だ
ろ
う
。

菊
薫
る
皇
居
で
拝
謁
老
夫
婦
叙
勲
受
け
た
る
感
謝
の
涙
[

叙
勲
受
与
式
で
労
い
の
お
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
作
者
の
感
謝
の
気
一
宗
像
市
池
田
森
龍
子

一
持
ち
が
溢
れ
た
歌
。
内
容
が
多
い
の
で
「
秋
の
皇
居
で
の
叙
勲
を
受
筵
止
め
て
拾
い
し
路
地
の
柿
落
葉
陶
器
の
ご
と
き
光
沢
を
も
つ

け
た
」
「
天
皇
に
お
言
葉
を
頂
い
た
喜
び
」
の
二
首
に
分
け
て
は
。
i
柿
の
落
ち
葉
の
美
し
さ
が
光
沢
で
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
〈
陶

i
器
の
よ
う
な
〉
で
葉
の
質
感
ま
で
が
感
じ
ら
れ
る
。
初
句
〈
足
止

~
め
て
〉
は
や
や
説
明
的
に
ひ
び
く
の
で
〈
足
を
止
め
〉
と
助
詞
を

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

入
れ
て
。

寝
に
就
く
に
補
聴
器
外
し
か
ら
っ
ぽ
の
わ
れ
に
音
な
き
安
息
が
あ
る
一

音
が
聴
こ
え
な
い
状
態
を
〈
か
ら
っ
ぽ
〉
と
詠
ん
で
い
る
が
、
本
[

当
は
色
々
な
思
い
を
持
つ
作
者
な
の
で
、
三
・
四
句
を
〈
素
の
わ
[

[
れ
に
戻
れ
ば
音
な
き
〉
と
し
て
み
た

0

<
選
者
詠

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一
一
ふ
つ
く
ら
と
黒
豆
う
ま
く
煮
え
た
れ
ば

生
垣
の
満
天
星
の
紅
葉
に
ま
つ
は
り
て
山
芋
の
黄
葉
が
風
に
そ
よ
げ
り
[
信
じ
て
み
た
し
良
き
新
年
を

＿
三
階
か
ら
駆
け
下
り
の
ば
す
手
の
さ
き
で

満
天
星
の
赤
、
山
芋
の
葉
の
黄
と
色
の
対
比
が
鮮
や
か
。
結
句
に
動
i

詞
〈
そ
よ
ぐ
〉
が
あ
る
の
で
三
句
で
は
〈
ま
つ
は
れ
る
〉
と
し
て
は
如
何
。
i

~
固
定
電
話
器
ふ
い
に
鳴
り
や
む

宗
像
市
日
の
里
軍
神
荒
戸
ケ
イ
コ
[

夢
の
中
チ
ャ
ペ
ル
の
鐘
を
鳴
ら
す
の
は
遠
く
離
れ
た
パ
リ
の
風
景
]

「
パ
リ
の
教
会
で
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
挙
式
の
夢
か
。
三
句
切
れ
に
し
、
[

〈
ー
鐘
は
響
き
お
り
わ
れ
に
は
遠
き
パ
リ
の
空
の
下
〉
な
ど
と
し
て
。
i

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
~

神
さ
ま
は
出
雲
へ
行
か
れ
十
月
の
村
社
は
ひ
と
の
た
だ
近
道
に
[

神
無
月
の
村
の
神
社
。
神
様
は
お
留
守
だ
と
思
う
と
通
り
抜
け
一

を
し
て
し
ま
う
作
者
が
面
白
い
。
下
の
句
は
〈
村
社
は
た
だ
の
[

近
道
に
な
る
〉
に
。

宗
像
市
多
膿
早
川
祥

神
奈
備
の
杜
に
か
が
よ
う
巫
女
の
紅

ー
汀
汀
且

十
二
月
八
日
、
本
殿
遷
座
祭
・
遷
座
の
儀
、
当

日
、
風
雨
の
な
か
準
備
は
進
む
、
風
雨
が
止
ん

だ
浄
闇
の
午
後
八
時
、
御
動
座
の
時
、
一
瞬
、

神
風
が
吹
き
抜
け
る
、
雲
間
に
満
月
が
現
れ
、

四
十
三
年
の
時
を
経
て
麗
し
く
整
え
ら
れ
た

本
殿
を
月
灯
り
が
煙
々
と
照
ら
し
、
美
し
く

輝
い
て
い
た
。
作
り
話
の
よ
う
な
話
で
あ
る
が
、

事
実
で
あ
る
。
将
に
神
の
存
在
、
神
威
を
感
じ

た
一
大
神
事
に
職
員
と
し
て
奉
仕
さ
せ
て
頂

い
た
光
栄
に
感
謝
し
、
神
明
奉
仕
に
一
層
精
励

せ
ね
ば
と
感
じ
て
お
り
ま
す
マ
昨
年
を
振
り

返
れ
ば
、
広
島
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ

や
御
嶽
山
噴
火
な
ど
、
天
変
地
異
、
自
然
災
害

が
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
中
で
多
発
し
た
印

象
が
残
っ
た
。
本
年
は
何
事
も
な
く
平
穏
で
、

と
の
思
い
は
皆
同
じ
こ
と
で
し
ょ
う
。
神
道
発

生
の
大
き
な
要
因
の
―
つ
に
、
自
然
へ
の
畏
敬

が
あ
る
。
抗
う
こ
と
の
出
来
無
い
自
然
に
「
畏

怖
」
し
、
祈
り
を
捧
げ
て
き
た
。
神
社
の
持
つ

役
割
と
い
う
言
い
方
は
お
か
し
い
か
も
知
れ

な
い
が
、
こ
れ
か
ら
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、

祈
り
の
場
と
し
て
、
神
社
と
い
う
存
在
が
非
常

に
大
き
く
な
っ
て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
了
乙

未
（
き
の
と
ひ
つ
じ
）
皇
紀
二
千
六
百
七
十
五

年
、
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
（
鈴
）

所
〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
二
代
）

発
行
人
藉
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
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・
鈴
木
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裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会
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